
ご記入日

  XXXX（令和X） (裏面にもご記入願います）

１．教育資金支払領収書等の提出明細一覧
　　　①ご提出される領収書等の明細を裏面にご記入ください。

　　　②ご提出される領収書等の「合計（金額・枚数）」をこちらにご記入ください。（該当ない場合はゼロをご記入）

　　　③少額教育資金支出支払明細書※のご提出について、ご記入ください。
　　　　　　※12月末までの１年間の少額教育資金の支払領収書等の提出に代えての「少額教育資金支出支払明細書」のご利用

２．ご確認事項

少額教育資金支出
支払明細書

☐提出予定なし(少額教育資金支出支払明細書の利用なし)
☐後日に提出予定　＊予定がわからない場合を含む
☐提出します（年間の少額支払明細が確定しました）

（フリガナ）　イケセン　タロウ

（お取引店）

　　　　　　●● 　　　支店

(店番号） （科目・口座番号）
　□ 普通預金

（続柄）

 □父　　□母
 □その他 (　　　　)

 □ご本人
 □父　　□母
 □その他 (　　　　 )

 □ご本人
 □父　　□母
 □その他 (　　　　 )

　続柄をご選択のうえ、書類送付先の住所・あて先名を裏面にご記入ください。

氏名
（預金者ご本人)

お取引口座

親権者名
届出済代理人名

書類送付先
＊郵送返却希望時のみご記入

お客さま

日中ご連絡可能な
お電話番号

　池 泉 太 郎

　  池 泉 花 子

     090-1234-5678

（フリガナ）イケセン　ハナコ

（チェック項目をご確認いただき、該当しない場合も確認欄すべてに☑をご記入ください。）

（1）

①

（※）

②

（※）

①

（※）

②

（※）

ご注意

https://www.mext.go.jp/a_menu/kaikei/zeisei/1332772.htm

上表の項番(3)および(4)について、学校等に対する支払の場合に限り、領収書等または支払の事実を証する書類の、摘要（支払内容）や

支払先の書類に住所（所在地）が明らかでない場合に、当該領収書等または支払の事実を証する書類に受贈者自身が摘要（支払内容）や

支払先住所（所在地）を記載し、受贈者自身が署名押印をすることで問題ありません。

《教育資金について》

非課税措置の制度概要と非課税となる教育資金の範囲や学校等の範囲については、文部科学省のホームページに「Ｑ＆Ａ」とあわせ掲載されて

いますのでご参照ください。なお、非課税措置に関し、ご不明な点がある場合は、税務署または税理士にご確認ください。

【文部科学省ホームページ：「教育資金の一括贈与に係る贈与税非課税措置」】

（１０）

領収書等に記載の支払年月日と本口座からの引出日は同じ年に属していますか。

□
教育資金の支払年月日と本口座からの引出日が同じ年に属さない場合、非課税措置の対象外となります。

に充当するため払出した金額の合計」を差し引いた金額を上回る部分については、非課税の対象外となります。

（８）
「領収書等」に記載の支払年月日は、対象年の当年1月1日以降のものですか。

□
対象年前年12月31日以前の「領収書等」は、非課税措置の対象外となります。

（９）
「領収書等」のご提出が、支払年月日の属する年の翌年3月15日を過ぎていませんか。

□
支払年月日の翌年3月15日を過ぎてご提出いただいた「領収書等」は、非課税措置の対象外となります。

（６）
「領収書等」の中に請求書はありませんか。

□
「請求書」は、非課税措置における「領収書等」の対象外となります。

（７）

「領収書等」に記載の支払年月日は、本口座へお預け入れした日以降ですか。

□「領収書等」の金額のうち「『領収書等』記載の支払年月日までに預入れした金額の合計」から「同年月までに教育

□
（過去提出分を含む）

（５）

学校等で必要な費用を学校以外の者に支払う「領収書等」について、「領収書等」に加え「学校等の書面（※）」

□
をご提出いただいていますか。

年度や学期の初めに配付されるプリントや「学校便り」「教科書購入票」等、学校等が業者を通じての購入や支払を

を保護者に依頼している書面です。なお、書面には、学校名、年月日、用途・費目が記載されていることが必要です。

□

（４）

（「領収書等」のうち領収書以外の「支払の事実を証する書類」（※）について）

「支払の事実を証する書類」は、文部科学省のQ&A（Q5-3）で例示。下記要件の不足がある場合、振込依頼文書

等をあわせて添付することにより要件を明確にする必要があります。なお、当該添付書類も「支払の事実を証する

書類」に含めます。

「支払の事実を証する書類」には、支払日、金額、支払者（宛名）、支払先の氏名（名称）及び住所

□
（所在地）、摘要（※）が記載されていますか。

資金使途（例「○○代として」）の記入が必要。また、塾や習い事など学校等以外への支払については、資金使途

に加えて、その内訳（例「○月分（○回または○時間）」）についても記載されている必要があります。

ご提出いただいた「支払の事実を証する書類」の中に、同一の支払に関する重複書類はありませんか。

（※2）租税特別措置法第70条の2の2関係法令で定める学校等または学校等以外の者

（３）

（「領収書等」のうち領収書について）

領収書には、支払日、金額、支払者（宛名）、支払先の氏名（名称）及び住所（所在地）、摘要（※）

□
が記載されていますか。

資金使途（例「○○代として」）の記入が必要。また、塾や習い事など学校等以外への支払については、資金使途

に加えて、その内訳（例「○月分（○回または○時間）」）についても記載されている必要があります。

（２）

「領収書等」は、全てご本人の「教育資金」（※1）として「学校等」または「学校等以外の者」（※2）

□
に直接支払ったご資金ですか。

（※1）租税特別措置法第70条の2の2関係法令で定める教育資金

領収書は原本をご提出いただいていますか。

３．今回ご提出いただく「領収書等」のチェック表

チェック項目 確認欄

「１．」の記載内容（裏面を含む）にお間違いはないですか。 □

必ずご確認いただき、お届印を押印してください。 お届印
<１>

私（法定代理人等を含む。以下同じ）は、本書面（裏面を含む。以下同じ）に記載の領収書等の明細等について、「教
育資金の一括贈与に係る贈与非課税措置（租税特別措置法第７０条の２の２）」（以下「非課税措置」といいます。）
で規定されている「教育資金《教育資金について》ご参照」として支払ったことに相違ありません。また、本書面の記
載した内容に間違いがないことを表明いたします。

<２> 私が貴行に提出する領収書等について、貴行が確認・管理する内容は、受贈者の教育に必要な教育資金に使用したとし
て提出された領収書等を適用法令に基づき確認・管理するものであり、本口座から払戻し等をした当該預金が教育資金
として使用されることを確認・管理するものではないことに異議を申しません。

<３> 私が貴行に提出した書類に不備・不足がある場合は、速やかに不備訂正・所定の書類の追加提出等（以下「不備訂正
等」という）をするものとし、所定の期限内に不備訂正等しなかった場合には、貴行が不備訂正等を要すると認める支
払分について、本措置の適用対象外となっても異議を申しません。

<４>
私は、以下について、あらかじめ同意いたします。
また、貴行所定の手続きにしたがって行なう不備訂正等は私が同意のうえで行なっているものとして貴行が取り扱うこ
とに異議を申しません。
　■私が本書面に記載した内容と、貴行に提出した領収書等の内容に対して、貴行にて内容に相違があると
　　認められた場合には、私が提出した領収書等の内容の範囲内で、貴行が私の承諾を得ることなく本書面
　　の記載内容を訂正すること。

<５> 教育資金管理契約にかかる預金口座からの年内払戻額より、提出した領収書等合計金額が多い場合、その差額にあたる
領収書等（または金額）は対象外扱いとなることに異議を申しません。

<６>
教育資金管理契約にかかる預金口座からの年内の払戻分について、教育費用としての支払を翌年1月以降に行なった場
合、貴行に「領収書等」を提出しても年内の当該「領収書等」に対応する払戻分については、「教育資金の一括贈与に
係る贈与税非課税措置」の対象外となることに異議を申しません。

池
泉

教育資金贈与専用口座（みらいギフト）

領収書等明細一覧兼チェックシート
年分

学校等
円

学校等以外
円

合　　計

領収書等の枚数

　　　　　　枚

20XX 年 X 月 X 日

300,000
100,000 6

1 2 3 4 5 6

（2023.7）

お取引口座ご記入時は、通帳をご確認ください。

チェック項目をご確認いただき、すべての

確認欄に✔をご記入ください。

■裏面に記載した明細の合計を支払い先の区分ごと（学校等/学校等以外）にご記入ください。

■領収書等の金額・枚数は、総合計※をご記入ください。

（※裏面の明細数が21件以上となった場合は、2枚目以降も合計してください）

■該当なしの場合、ゼロをご記入ください。

■「少額教育資金支出支払明細書」をご利用のお客さまは、「提出します」または「後日に提出予定」に

✔をご記入ください。

なお「少額教育資金支出支払明細書」は、１年間の少額支払明細が確定した時点でご提出ください。

■「少額教育資金支出支払明細書」のご利用がない場合、「提出予定なし」に✔をご記入ください。

左記の内容を必ずご確認の上、お届印を押印してください。

領収書等に記載された支払金額が１万円（税込）以下で、かつ、その年中における合計支払金額が24万円※以下（税込）まで
のものについては、 「少額教育資金支出支払明細書」をご提出いただくことで、領収書等の提出が不要となります。

※対象年に口座新規または終了した場合は上限金額が異なりますので窓口へお問合わせください。

年月日をご記入ください。

記入見本

(裏面にもご記入願います）

XXX



１－①　教育資金支払領収書等の提出明細一覧

１⃣ 「教育資金の一括贈与に係る贈与税非課税措置」をよくご確認ください。

２⃣ ご用意いただく領収書等には以下の記載があるかご確認ください。
　⇒支払日付、支払者(宛名)、金額、摘要(支払内容)、支払先の氏名(名称)、支払先の住所

３⃣ 明細をNo.1よりご記入いただき、学校等と学校等以外の各合計金額をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（領収書等の枚数は、総合計でご記入ください。）

４⃣ 支払先の氏名等が同一の場合は、最終支払日にて１行にまとめてご記入いただくことも可能です。
５⃣ 訂正する場合は別行（または余白）にご記入ください。（抹消部への訂正印は省略可能です。）

ご記入にあたって

各領収書類の支払日（領収日）の
「月」をご確認ください。

支払月が10月までの場合、こちらにご記入ください。

支払月が11月・12月の場合、こちらにご記入ください。

□ つづきの明細があります（表面の記入は省略可）

　郵便番号　123－4567　

（住所）      大阪市北区●●町●丁目●番地

（あて先名）

 　　　　　　　　　　  池 泉  花 子

書類
送付先

＊郵送返却希望
時のみご記入

※学校等からの書面はその他に☑

No 支払先の氏名または名称
支払先の区分
（不明時は学校等
以外に☑）

　　金額（手数料は除く）
　　　　　（一部金額を口座から充当
　　　　　　する場合、一部金額を記入）

領収書等
の種類※

（該当分すべてに☑）

口座からの払戻状況
(お客さまで管理・活用ください)

確認
完了 ご返却 不備

理由

□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外

10 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）
月

9 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

8 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）
月

月

5 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

6 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

月

月

支払年月日（西暦）

確認結果

4 20XX年
(令和X）

日
〇〇ピアノ教室

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

3 20XX年
(令和X）

日
〇〇塾

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

☐ 済（　　月　　日に払戻）
□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

月

月

月

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

2 20XX年
(令和X）

日
〇〇小学校

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

1 20XX年
(令和X）

日
〇〇市（〇〇保育園）

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円

7 20XX年
(令和X）

日

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

月

月

※学校等からの書面はその他に☑

No 支払先の氏名または名称
支払先の区分
（不明時は学校等
以外に☑）

　　金額（手数料は除く）
　　　　　（一部金額を口座から充当
　　　　　　する場合、一部金額を記入）

領収書等
の種類※

（該当分すべてに☑）

口座からの払戻状況
(お客さまで管理・活用ください)

確認
完了 ご返却 不備

理由

□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外
□ 学校等
□ 学校等以外

20 20XX年
(令和X）

日

15 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円

19 20XX年
(令和X）

日 円

18 20XX年
(令和X）

日

16 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

17 20XX年
(令和X）

日 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

12 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

14 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

13 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）
月

11 20XX年
(令和X）

日 □領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

支払年月日（西暦）

確認結果

月

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

□領収書　　□通帳
□利用明細　□その他

月

月

月

月

月

月

月

月 円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

☐ 済（　　月　　日に払戻）

☐ 済（　　月　　日に払戻）

円 ☐ 済（　　月　　日に払戻）

学校等
円

学校等以外
円

上記明細の

合　　計

領収書等の枚数

　　　　　　枚

60,000

240,000

70,000

30,000

300,000
100,000 6

3 1

4 4

6 30

8 10

明細ごとに、すべてご記入ください。

①支払年月日

②支払先の氏名または名称

③支払先の区分に✔

④金額

⑤領収書等の種類に✔

郵送での書面返却をご希望の場合は、表面の書類送付先（続柄に✔）と

こちらに住所・あて先名をご記入ください。

明細数が21件以上となった場合は、お取引支店へ本書面をご請求いただくか、

明細一覧をコピーしてください。（片面コピー可）

■上記に記載した明細の合計を支払い先の区分ごと

（学校等/学校等以外）にご記入ください。

■該当なしの場合、ゼロをご記入ください。

年月日・預金者さまの氏名をご記入ください。 記入見本

領収書等の合計枚数をご記入ください。

ご記入日  　　　　年　　 月　　日 預金者名20XX X X 池 泉 太 郎


